
付紙様式第２ 

事   業   評   価   書 

補 助 事 業 名   小牧基地関連公共用施設小針会館改修整備事業 

補 助 事 業 者 名  小牧市長 

実  施  場  所   小牧市小針二丁目２２８番地 

補助事業の成果の目標 

小針会館は、小針区のコミュニティ活動の拠点として使用しており、本

施設を引き続き使用することは小針区民の地域交流及び健康増進を図る

上で不可欠なものである。しかし、本施設は４７年前に整備したものであ

り、経年劣化が著しく、外壁にふくれ及び破れが多数生じており、安全か

つ快適に使用するため改善を要する状況にある。 

このため、本施設の改修を行い、利用者が安全かつ快適に利用できる

環境を整え、今後も安定的に使用できるように措置することで、小針区

民の地域交流及び健康増進に資する環境を整備する。 

補 助 事 業 の 内 容  集会施設改修整備 A=187.32㎡ 

補助事業の始期及び終期  令和元年度 

事 業 費 及 び 交 付 金 額 

 令和元年度 計 

事業費 
円 

7,315,000 

円 

7,315,000 

交 付 金 額 
円    

4,500,000 

円   

4,500,000 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知 

の実施状況 

外壁塗装工事完了後、小針会館の利用者を対象にアンケートを実施したとこ

ろ、「外壁の破れ及びふくれの解消により会館がより安全に利用できるようにな

った」「以前より安全になった会館でコミュニティ活動が快適に実施できるよう

になった」等の意見を得られた。この結果から、本事業の実施により小針会館の

利用者が安全かつ快適に利用でき、今後も安定的に使用できるようにするという

事業の成果目標が概ね達成されたものと思われる。今後も、地域の交流及び健康

増進の拠点として、地域住民により活用されることが期待される。 

また、小針区長への説明文及び小針区内への工事案内文書に、それぞれ特定防

衛施設周辺整備調整交付金である旨を記載した上で回覧し、工事看板にも同様の

内容を記載することで、広く小針区民に対して周知を図った。 

事 業 の 改 善 措 置 及 び 

今後の対応 
  

事業評価に際しての第三 

者機関の活用の有無 
 無 

  


